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いて授業を実践したので，その結果を報告する。本報告
資料の目的は，主に中学校の理科授業において，正しい
放射線学習を行う上での参考とするとともに，地域素材
（教材）としての活用法を提案するものである。なお，
本事業は飯南町教育委員会「スター・サイエンス・ラボ
事業 出前講座」の一環として実施されたものである。

2 ．方　法
　本実践では，飯南町立頓原中学校 3年生19名，および，
赤来中学校 3年生28名を対象にプログラムを計画した。
平成28年 9月に実施した事前の予備実験において，それ
ぞれの学校の近くにある温泉水（頓原天然炭酸温泉ラム
ネ銀泉，および，来島の郷 加田の湯）から脱ガスした
気体成分が，霧箱の線源として利用できることが確認で
きたことから，平成29年 2月に，表 1のような授業を展
開した。第 2時が，今回，狙いとする地域の温泉水を活
用した実験に取り組んだ時間である。
　本実践（第 2時）では，放射線が身近に存在すること
を，実感をともなって理解するため，サーベイメータを
用いた教室内の空間線量の測定の後，生徒一人ひとりに
霧箱を配布し，実験に取り組んだ。

1 ．概　要
　地域資源を活用した教材は，学習者の興味や関心を高
めるのに有効である。特に，日常生活では無縁と思われ
がちな放射線や放射能については，その効果が大きいと
考えられる。鳥取県の三朝温泉（鳥取県東伯郡）はラジ
ウム温泉として知られ，この温泉水を使用した放射線学
習プログラムが，さまざまな年代を対象に実践されてい
る（例えば，鎌田ほか, 1994; 中村ほか, 2000）。同じく山
陰地方で，島根県大田市にある池田鉱泉もラドン含有量
の多いラジウム温泉であり，平成25年以降，この池田鉱
泉を活用した教材開発が進められている（例えば，矢田
ほか, 2013; 野村ほか, 2014; 矢田ほか, 2016）。
　今回は，新たに島根県飯南町において，地域の温泉水
を活用した放射線学習プログラムを構築し，平成29年 2

月に地元の飯南町立頓原中学校，赤来中学校の 2校にお
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要　　　旨
　島根県大田市の池田鉱泉は放射線を多く含む泉源として山陰地域では鳥取県三朝温泉と並んで有名である。本実践
研究では飯南町に産する同じく放射線を比較的多く含む温泉・鉱泉を用いて中学校理科の授業における放射線学習を
行った。理科的な学習内容に地域素材を活用することの有効性およびその教材開発・授業実践の方法として，地域の
自然系博物館と学校が連携することの重要性が示された。これは次期学習指導要領で重視されている「地域に開かれ
た教育課程」そのものであり，その学習の一事例を呈示したものである。また，生徒の放射線を身近に感じるという
実感を伴った理解の促進と地域に対する意識の向上につながった。
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表 1 　放射線学習プログラムの概要

時数 学習内容

1 放射線の性質と利用

2 地域の温泉水を線源とした霧箱実験

3 実験内容の復習と教科書の読み直し図1 　飯南町および放射線を特徴的に含む温泉の
位置図
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4 ．授業の様子
　頓原中学校，および，赤来中学校のそれぞれの学校に
おいて実施した授業（第 2時）の大まかな流れは下記の
とおり。
・放射線や放射能について知っていることを発表させ
る。
・サーベイメータ（はかるくんCP－100）で教室内の空
間線量を計測し，数値として自然放射線を認識する。
・霧箱実験で放射線の存在を可視化できることを説明
し，温泉水から脱ガスした気体成分を線源とした実験
に，生徒一人ひとりが取り組む。
・飛跡を観察し，気づいたことを話し合う。
・振り返り。

3 ．活用した温泉水
【頓原天然炭酸温泉ラムネ銀泉】（島根県飯石郡飯南町頓
原1070番地）
（泉質）含二酸化炭素－ナトリウム－炭酸水素塩・塩化

物冷鉱泉

【来島の郷 加田の湯】（島根県飯石郡飯南町下来島707－2）
（泉質）ナトリウム・カルシウム－炭酸水素塩・塩化物泉
（低張性中性冷鉱泉）
※ 赤来中学校での授業で活用

図2（a）県道273号線沿いの水車が温泉の目印となっ
いる

図2（b） 水車のところにある，源泉が流れ出る蛇口
から採水できる

図3（a）飯南町から出雲市まで南北に流れる神戸川沿
いの温泉で，河原には間欠泉がある

図3（b） 河原の間欠泉より源泉が採水できる

図4（a）放射線や放射能について知っていることを
発表させた後，測定と実験に取り組む

図4（b） 実験の準備
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5 ．成果
　中学校の理科での放射線学習は，内容や学習時期等を
考慮すると，時間をかけて授業を実施することが難しく，
講義だけ，もしくは動画（映像）を見せて終わる場合も
多いと考えられる。今回は，地元の自然系博物館と学校
が連携することで，地域にある資源を活用しながら，教
科書に載っている内容を実際に間近で体験することがで
き，生徒がこれからの生活で放射線について意識するよ
いきっかけになった。
【生徒の感想】
・放射線が身近なものであると感じた。
・放射線はさまざまな場面で使用されていることも知
り，悪いことばかりではないなと思いました。
・日常の中にも放射線はあって共存していることを心に
　とどめておきたいと思います。

6 ．今後の展望
　今回は，学校の近くにある地域の温泉を活用し，温泉
水から取り出した気体成分を線源とした霧箱実験を実施
した。今後は，それぞれの温泉水に含まれる気体の分析
を行い，どの程度のラドン含有量があれば霧箱実験の線
源として実用的に活用できるかを，定量的に評価したい
と考えている。また，島根県内には60以上の温泉がある
ことが知られており，それぞれの地域の温泉水を活用し
た教材開発にも取り組む予定である。これからも，子ど
もたちが体験を通して自然科学の知識や概念を獲得し，
分野横断的に活用する能力を身につけることに貢献でき
るよう，引き続き，放射線学習に限らず，博物館，教育
委員会，大学等と学校が連携した授業実践を推進したい。
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図4（c）霧箱実験の寒剤としてドライアイスを使用した

図4（d）容器に入れた温泉水を振り，脱ガスした気体
発表させた後，測定と実験に取り組む

図4（e）飛跡の観察

図4（f）気が付いたことを共有し，振り返りを行う
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